ﾊﾙﾋﾞﾝー大連高速列車正式開通

　１２月１日に世界初の高寒地区の高速列車―ﾊﾙﾋﾞﾝ大連間高速列車が正式に開通した。９２１キロの鉄道は東北三省の主な都市が繋ぎ、ﾊﾙﾋﾞﾝから大連までの走行時間は約５時間に短縮された。現在は冬季期間の２００キロ時速で高寒地区走行している。

　ﾊﾙﾋﾞﾝ大連高速鉄道は中国の“四縦四横”快速鉄道ネット枠の中の、北京―ﾊﾙﾋﾞﾝ高速鉄道の重要の部分である。高速列車の設定最高時速は３５０キロである。鉄道部科学技術司司長の周黎によると、中国鉄道において、高寒地区での高速鉄道の建設技術の開発に成功し、路線基礎の“凍膨”をコントロールする難問を解決した。運営実験を通し、ハルビン―大連高速鉄道技術は安全かつ安定した鉄道技術の結果であると言える。

　鉄道部の発表によると、ﾊﾙﾋﾞﾝ―大連高速鉄道は遼寧、吉林、黒龍江三省を繋ぎ、全線に合わせて23駅を設け、初期は冬季の時速２００キロと夏季の時速３００キロによる運行を実施し、其々の時速に合わせた料金を設定する。

　冬季運行は１２月１日～翌年３月３１日（４か月）、夏期運行は４月１日～１１月３０日（８か月）、現在６７組の列車を運行する予定である。

　ﾊﾙﾋﾞﾝ西駅―大連北駅までの料金は二等席２８５元、一等席４５６元、特等席５１３元、ﾊﾙﾋﾞﾝ西駅―瀋陽駅は二等席１６８元、一等席２６９元、特等席３０２元、ﾊﾙﾋﾞﾝ西駅―長春西駅は二等席７４元、一等席１１９元、特等席１３４元に設定している。ハルビン―大連高速鉄道は毎日15便あり、時間は朝6：46から17：42まで、一時間おきに発車する事になっている。

　鉄道部門によると、ﾊﾙﾋﾞﾝ―大連高速鉄道は冬季になると約－４０度の低温条件の元で運行をするため、雪、雨、霧、低温などの極端な天気の中で運行に対応する６６科目の安全措置を実施した。

　ﾊﾙﾋﾞﾝ―大連高速鉄道の開通の影響を受け、航空会社やバス会社では南航や深航などの航空会社は大連から瀋陽と長春への航空便を運休し、ﾊﾙﾋﾞﾝへの航空便も減便した。長春バス会社の責任者によると、ﾊﾙﾋﾞﾝ―大連高速鉄道開通後、長春から瀋陽やﾊﾙﾋﾞﾝまでのバスを減らし、バス運賃も安く調整するという。

　旅行会社は高速鉄道開通により、多くの国内外の観光客が中国東北を訪れることを期待している。「高鉄観光ツアー」や「一日氷雪観光」など週末を利用したハルビン氷雪めぐりが実現可能なものにした。
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ハルビン～大連の高速列車
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ハルビン西駅
（中国ニュースネットの報道）

　新潟県ハルビンビジネス連絡拠点提供　

